1. まえがき・目次 by 高橋 和雄
目 次
1. まえがき
2. センターの活動 報 告 の 概 要 と 組 織 ・ .1 
3.実施報告・・・ 5
3. 1 失敗百選の講義への活用方策の検討・・・・・・・・・・ 5
3.2 安全・安心関係の教材となる書籍・ DVDの収集・・・・ 11
3.3 教養特別講義に安全・安心を提案と実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
3.4 高校生公開講座で安全・安心を担当・・・・・・





3. 7 長崎大学広報誌 CHOHOに長崎の安全・安心をシリーズで掲載・・・・・・・・・ 30
3.8 火山工学・斜面工学セミナーinFUKUOKA 2008の共催・.31 
3.9 平成 20年度戦略的大学連携支援事業に申請・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34
3. 10 安 全問 題討 論会 に研究発表・・・・・・・・・・ 39
3.11 日本学生支援機構主催平成 19年度「大学等の地域的な連携を促進するための事業」
支援・・・・・・・・ • 41 
4. あとがき・・・・・ .45 
5.資料・・・・・ ・・・・・・・・・・ 47
5. 1 教養特別講義長崎(安全・安心)資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 48
5.2 高校生公開講座 安全工学と安心社会~自然災害を中心として~・・・・・・・ 67
5.3 シリーズ 自然災害を考える(長崎広報誌 CHOHO)・・・・・・・・・・・・・・ 79
5.4 防災・環境ネットワークシンポジウム 2007・イン・ナガサキ・・・・・・・・・ 93
5.5 防災マニュアル(例) (自然災害編)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 117
5.6 長崎大学工学部安全工学教育センター内規・・・・・・・ 129
1. まえがき
安全工学教育センターは、平成 18年度文部科学省の現代GPで採択された「健全な社会
を支える技術者の育成jの事業の一環として、平成 19年4月に工学部内に設置されました。
本センターは、ものづくり教育を担当する創造工学センターの学生ものづくり部門およ
び学内外の関連組織との連携のもとに各専門分野における安全教育、リスク管理教育など
の安全工学教育の企画・立案ならびに開発を行い、成果を全国に発信することにより、安
全・安心に根ざした工学教育の拠点を形成することを目的とするものです。
本センターは安全技術教育部門、リスク管理教育部門および安全・安心教育情報管理運
営部門の 3部門から構成されています。安全技術教育部門は、ものづくり・情報・化学物
質など各専門分野における安全教育に関する業務、リスク管理教育部門は、事故・災害等
におけるリスクと製造物責任(PL法)に関する教育、安全・安心教育情報管理運営部門は、
センタ一環境の整備・点検や情報の収集ならびに外部への情報発信をそれぞれ行うもので
す。これによって、安全・安心に対する教職員と学生の意識向上と安全・安心教育の充実
を図ることです。
安全・安心は私たちの生活全般にわたる根幹的な課題であり、継続的かっ学部の枠を超
えた取組みが求められるため、現代GPの事業と連携を図りつつも独立したセンターにな
っています。本センターは平成 20年度から本格的に活動を始め、現在のところリスク管理
教育部門や安全・安心教育情報管理部門における自然災害に関わる安全・安心が先行して
いますが、安全技術教育部門も活動できる体制を整えているところです。
本センターは、平成 19年度に立ち上がり、平成 20年度から各部門の本格的な活動を開
始しております。この度、本センターの活動報告を作成しました。
さらに、本センターのホームページを立ち上げ、皆様に活動を報告し、ご意見を伺うよ
うにいたしました。今後、センターの活動を実質化していく取組みをしますので、ご支援
をよろしくお願い申し上げます。
